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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
平成16年６月30日付をもって提出いたしました第77期事業年度（自 平成15年４月１日　至 平成16
年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一部について訂正を要する箇所がありましたので、これを
訂正するために有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。
 
 
２ 【訂正事項】
第一部　企業情報
第２　事業の状況
１　業績等の概要

（1）業績

①　日本

②　北米

③　欧州

④　その他

 
第５　経理の状況
１　連結財務諸表等

（1）連結財務諸表

注記事項
（セグメント情報）
所在地別セグメント情報
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３ 【訂正箇所】
訂正箇所は　罫で表示しております。
 

　　第一部【企業情報】
第２　【事業の状況】
１　【業績等の概要】

（1）業績

 
＜訂正前＞
所在地別セグメントの業績は次のとおりである。

①日本
売上高は、割賦金融事業の事業譲渡に伴う収入の大幅な減少、楽器及び楽器関連事業の減少、金属
製品事業の減少等があり、57,261百万円と前期比4,292百万円の減少（△7.0％）となった。主力の
楽器事業の売上減少により原価率が上昇し、経費削減に努めたものの営業利益は1,169百万円（前
期比508百万円減益）となった。
 
②北米
売上高は為替の対ドル円高の影響により、9,110百万円と前期比754百万円の減少（△7.7％）と
なった結果、営業利益は366百万円（前期比230百万円減益）となった。
 
③欧州
売上高は為替の対ユーロ円安の影響および英国での売上増加に加えアップライトピアノや電子
ピアノの好調もあり1,690百万円と前期比178百万円の増加（11.8％）となった。その結果、営業利
益も63百万円（前期比42百万円増益）となった。
 
④その他
その他の地域の売上高は、特に中国市場でのピアノ販売を本格的に開始したことが寄与し、1,221
百万円と前期比598百万円の増加（96.0％）となった。その結果、営業利益も137百万円（前期比107
百万円増益）となった。
 
 
＜訂正後＞
所在地別セグメントの業績は次のとおりである。

①日本
売上高は、割賦金融事業の事業譲渡に伴う収入の大幅な減少、楽器及び楽器関連事業の減少、金属
製品事業の減少等があり、57,261百万円と前期比4,292百万円の減少（△7.0％）となった。主力の
楽器事業の売上減少により原価率が上昇し、経費削減に努めたものの営業利益は1,407百万円（前
期比1,071百万円減益）となった。
 
②北米
売上高は為替の対ドル円高の影響により、9,110百万円と前期比754百万円の減少（△7.7％）と
なった結果、営業損失は50百万円（前期比31百万円悪化）となった。
 
③欧州
売上高は為替の対ユーロ円安の影響および英国での売上増加に加えアップライトピアノや電子
ピアノの好調もあり1,690百万円と前期比178百万円の増加（11.8％）となった。その結果、営業利
益も47百万円（前期比36百万円増益）となった。
 
④その他
その他の地域の売上高は、特に中国市場でのピアノ販売を本格的に開始したことが寄与し、1,221
百万円と前期比598百万円の増加（96.0％）となった。その結果、営業利益も65百万円（前期比100
百万円増益）となった。

EDINET提出書類

株式会社河合楽器製作所(E02363)

訂正有価証券報告書

3/4



第５　【経理の状況】
１　【連結財務諸表等】

（1）【連結財務諸表】

注記事項
（セグメント情報）
【所在地別セグメント情報】

 
 
＜訂正前＞
前連結会計年度(自　平成14年４月１日　至　平成15年３月31日)

 
日本
(百万円)

北米
(百万円)

欧州
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

（略）        

営業費用 67,3099,4661,5131,00979,299(7,959)71,339

営業利益 1,677 597 21 30 2,327(  111)2,215

Ⅱ　資産 56,7988,1671,8851,05167,903(1,660)66,243

 
当連結会計年度(自　平成15年４月１日　至　平成16年３月31日)

 
日本
(百万円)

北米
(百万円)

欧州
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

（略）        

営業費用 62,3058,9841,6522,00074,942(7,408)67,534

営業利益 1,169 366 63 137 1,737 12 1,749

Ⅱ　資産 37,3326,6481,795 996 46,773(  190)46,582

 
 
＜訂正後＞
前連結会計年度(自　平成14年４月１日　至　平成15年３月31日)

 
日本
(百万円)

北米
(百万円)

欧州
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

（略）        

営業費用 66,50810,0831,5231,07579,191(7,851)71,339

営業利益(△営業損失) 2,478 △19 11 △35 2,435(  219)2,215

Ⅱ　資産 56,7988,6671,9591,10468,529(2,286)66,243

 
当連結会計年度(自　平成15年４月１日　至　平成16年３月31日)

 
日本
(百万円)

北米
(百万円)

欧州
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

（略）        

営業費用 62,0679,4011,6682,07275,209(7,674)67,534

営業利益(△営業損失) 1,407 △50 47 65 1,470 278 1,749

Ⅱ　資産 37,3326,8941,8391,06647,133(  550)46,582
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